
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな基本構想の将来像に関するディスカッション 

 

 

 

実施報告 
 

 

開催日時：令和２年２月 17 日（月） 18：30～20：30 

開催場所：総合庁舎２階大会議室 

 

資料３ 
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１．実施概要 

（１）実施目的と概要 

新基本構想の将来都市像の事務局案に対し、多様なご意見を頂くことを狙いとして、ワークショップ

形式での議論を行った。 

３つの小グループによるグループ討議を行い、新基本構想案の将来像の事務局案に対し、グループご

とに提案をとりまとめ、最後に全体でその結果を共有した。各グループには、事務局として、ファシリ

テーター（コンサルタント）が入り、議論の進行とサポート、記録作成を行った。 

なお、各グループには、区若手職員による自主研修グループ（めぐろ 2040）メンバーも参加した。 

 

（２）グループ編成 

学識経験者、区議会議員、区内関係団体、公募区民のバランスを考慮し、下記３グループしてワーク

ショップを行った（★は弊社参加者）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループ編成 メンバー（敬称略） 

グループA 

伊東修（公募区民） 
岩崎ふみひろ（区議会議員） 
岡田一弥（商店街連合会） 
小林節子（住区住民会議連絡協議会） 
篠崎隆行（小学校 PTA連合会） 
関けんいち（区議会議員） 
伊藤香奈（めぐろ 2040） 
平野大地（めぐろ 2040） 
★永野（MURC） 

グループ B 

雑賀成元（公募区民） 
齊藤徳雄（連合目黒地区協議会） 
橋本しょうへい（区議会議員） 
橋本洋子（NPO法人目黒体育協会） 
松崎ひろ子（民生・児童委員協議会） 
宮澤宏行（区議会議長） 
渡辺祐也（めぐろ 2040） 
吉本葵（めぐろ 2040） 
★土方（MURC） 

グループ C 

かいでん和弘（区議会議員） 
川原のぶあき（区議会副議長） 
河野陽子（区議会議員） 
佐藤くみ子（公募区民） 
中島みち子（女性団体連絡会） 
山田脩（障害者団体懇話会） 
髙野洋亮（めぐろ 2040） 
髙尾祐介（めぐろ 2040） 
★大塚（MURC） 
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（３）研修プログラムの構成（網掛け部について結果を取りまとめ） 

 

  

プログラムの内容 所用時間 時間 

１．趣旨説明（MURCより） （5分） 19:35～19:40 

２．各班にてディスカッション 

  ①KJ法による意見収集 

  ②①の結果のとりまとめ 

（35分） 19:40～20:15 

３．【発表】 

ファシリテーターより、各班の議論を発表 （10分） 20:15～20:25 

４．目黒区より挨拶 （5分） 20:25～20:30 
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２．結果 

（１）検討結果（意見まとめ） 

グループ 主な提案 

グループA 

●全体的に長く、もう少し簡潔にまとめるべき 
 たとえば、「ともに」「みんな」／「みどり」「花」など意味の似通

った度が並んでおり、整理できるのではないか。 
 子どもから大人までわかりやすいワードにすべきではないか。現状

では子どもにはやや分かりにくい 
●「笑顔の花」という言葉が抽象的で分かりにくい 
 現状、笑顔になれないような状況に置かれた人もいる。そのような

人にとってはややまぶしいワード。 
 「誰もが暮らしやすい」というワードを使ってはどうか 
●「みどり」や「住まい」のイメージが強すぎる 
 商業の活性化や賑わいのイメージを盛り込まなくてよいか（「にぎ

わい」「商業」というワードを盛り込んではどうか 
 「みどり豊かな」⇔「心豊かな」というワードで対比させる 
●現状の話となっているが、本来 20年後のビジョンを謳うものでは？ 
 まずは、未来アンケートも活用しつつ、目黒区の将来像について改

めて検討すべき 
 目黒区は、人口流入のある非常に珍しいまち。「あこがれられるま

ち」「輝くまち」といったイメージを維持したい。 
 そのほか、「多様性」「誰もが暮らしやすい」「自分らしく暮らせる」

「個性が生きる」等も新しいキーワードか 
●書き出しが前回と似ており、方法論から始まっている 
 まずは目指すまちの姿を印象的に持ってくるべき 

グループ B 

●全体的に長い 
 もう少し短く、キャッチーにできないか 
 「ともに築く みんなの笑顔の花が咲く」ではキーワードが盛り込

まれすぎており、結果的にインパクトに欠ける 
●バランスが悪い 
 全体のバランスが悪く、理解しづらい 
 抽象的で小学生にはうまく伝わらなさそう。もう少し具体的な記載

とできないか。 
●「みどり豊かな」に偏りすぎではないか 
 みどり豊かになってほしいと思うが、目黒区の実際は、みどり豊か

な地区は少ない。それよりも、「心豊か」のほうが納得感あり。 
●定着（定住） 
 目黒区では、人口流入もあり、「住みやすいまち」「住みたいまち」

としての一定の評価がありつつも、人口の定着には課題が残る。 
 住み続けられ、他地域住民からあこがれられるにはどのような街に

なるべきか、検討する必要がある。 
●コミュニティ 
 目黒区は、コミュニティにも特徴がある。人のやさしさ、つながり、

コミュニティとどのように融合するかという視点も必要。 
≪修正案≫ 
「ともに築く 笑顔のあふれる心豊かな（まち） MEGURO」 
「ゆったりと心和むまち 目黒」 
「人にやさしく あこがれのまち めぐろ」 

グループ C 

●「ともに築く」について 
 行政主導のイメージがあり、区民みんなでつくるイメージを持った

方が良い 
●「みんなの笑顔の花が咲く」について 
 「笑顔」は強要されるものではなく、「命が大切にされるまち」の

ほうが望ましいのではないか 
 「咲く」というと自然発生的にそうなるような印象を受ける。区、
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グループ 主な提案 

行政のありようとしてそれでよいのか検討したほうが良い。 
 抽象的であり、もっと具体的なワードとすべきである。 
 「人権」という概念が入っていないが、入れてもらいたい。 
●「みどり豊かな」について 
 「花」と重複している。目黒らしくという点では、目黒川のイメー

ジから「桜」にしてはどうか 
 「みどり」に深い意味は込められていないように思われ、あえて触

れなくてもよいのではないか 
 これからは環境に配慮していくことが重要であり、「SDGｓ」をも

っと意識してはどうか 
●全体：「目黒らしさ」が必要 
 現状、目黒らしさが無い、どこにでも当てはまるようなキャッチコ

ピーになっている 
 「文化都市」「都会だけどふるさと」「古き良きめぐろ」「めぐりめ

ぐって」「コミュニティの拠点」「古と新の融合・共存」などのキー
ワードをもとに、もっと目黒らしさを打ち出すべき 

●全体：もっと短く 
 子どもも共有できるような、もっと分かりやすいものにしたい 
 全体的に長い。現状のものはサブタイトルにしてもよく、もっとリ

ズム感のあるキャッチーなものにしたい。 
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（２）個別グループの検討結果 

①グループ A 

 

 

★A班－①

ともに築く みんなの笑顔の花が咲く
みどり豊かなまち 目黒

ビジョンとし
てのまちの

姿

方法論
書き出しが「とも
に築く」
区の思い“協働”は
賛成だが、順序と
しては何を希求す
るか それに向け
てみんなで取組む
かが順序では

ともにみん
な→同じ

もっと
簡素に

もっと
キャッチ
―に

説明っぽい

ともに～花が
咲く→誰もが
暮らしやすい

長い

ゴロが悪い

すっきりと

区民全体
の目線で

子どもも分
かりやすい

長い
抽象的

表現がべた
ですっきりし
ない

「暮らしやす
い」的な
ワード

「誰もが暮
らしやすい」

笑顔になれない
人も

「笑顔の
花」？

笑顔の花はやめ
た方がよい

主体性

花とは？

みどり
花

→同じ

「みどり」の
重点が
大きい

・現状の維持の表現なのか、
新しい未来像なのか

・（ともに、みんな）（みどり、花）
など同じワードが続いている

・５－７－５など、耳に入りやす
い語呂にした方がよい。

・めぐろの未来アンケートの将来
像の上位が入っていない

現状のことを言っ
ている

未来アンケート
↓

ビジョン

夫婦別姓
LGBT・・・
20年後

多様性

「恵まれた
環境」

住民の入れ
かわり

→ 解消で
きるまち

未来像は？

前回と似て
いる

言葉
簡略化 要

目黒らしさ 自分らしく

日本の
非常識

あこがれの区で
ありつづける
めぐろ

「キャッチコピー」
とは？

誇り

輝き

潤い

住宅のイメー
ジつよい

＋

にぎわいもほ
しい

住宅
・
商業

緑豊かな

心豊かな

安心・安全と
にぎわい

書き出し

★A班－②

区分 内容

事務局案 ともに築く みんなの笑顔の花が咲く みどり豊かなまち 目黒

加筆修正
意見

①長いのでもう少し簡潔に
「ともに」「みんな」／「みどり」「花」 似ている
子どもから大人まで分かりやすいワードに

②「笑顔の花」？ → 抽象的、笑顔になれない人も
③「みどり」のイメージが強すぎる
④「住まい」のイメージが強すぎる
⑤現状の話なので、もっとビジョンを言うべき
⑥書き出し 前回と似ている

方法論から始まっている。まずは目指すまちの姿を

修正案

② 「暮らしやすい」というワードはどうか？
③④ 「にぎわい」「商業」／「みどり豊かな」「心豊かな」
⑤ 目黒区の20年後を改めて検討 「あこがれられるまち」「多様性」
「輝き」「暮らしやすい」「誰もが」（未来アンケートを活用）
「自分らしく暮らせる」「個性が生きる」
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②グループ B 

 

 

★B班－①

ともに築く 「みんなの笑顔の花が咲く」
みどり豊かなまち 目黒

「めぐりめぐる」
いいフレーズ

具体性と抽象性
のバランス

区のキャッチフレーズとして
具体的に区はどうしていくのか？

キャッチフレーズとして
はどうか？
希望はあり

最優先ではないか？

みどり豊かな
より

豊かに暮らせるの
方が良い

みんなの
笑顔がある

みんなの
笑顔の
花が咲く

区民
お互いに

人として
〇

「心豊か」

笑顔は含まれる

「ともに育ちあう」
「心のゆたかさ」

言葉として
も長い

てんこもり
すぎる
20年後まで
耐えうるか

ひっかかる
インパクト弱い

だらだら

長すぎの感
あり

説明っぽい

憧れのまち

〇実はみどり少ない

〇公園も少ない

自由が丘と都立大は緑
あるか？

一方で、緑どこか？？と
いう地域もあり

障害者も
高齢者も
ゆっくりと

変
更

歴史・文化

おしゃれ・にぎわいが
よりわかるように

ともに築く
笑顔のあふれる
心豊かな（まち）

MEGURO

やわらかな
表現にできる
とよい

〇外国人に対して

外国人とも共存するが、
日本人が住民の中心

ひらがながぴったりしている

めぐろ 「MEGURO」
と表記

意味がわかりにくい

多様性

わかりや
すく

イメージの
共有でき
る

テンポの良さ

「住みたいまち
住み続けたいま
ち」はどこへ？

定着することが難しい
（地価など）（スペース）

定着

わかりやすさ

今の小学生がわかるとよい

この人たちが10年後

住み続けるのが難しいところも

人に優しく
あこがれのまち

めぐろ

自分たちで言うのも・・・

みんなの
笑顔の花が
咲くはもっと
具体的に！

ゆっくり歩きた
くなる目黒

「みどり」に
偏っている
印象

みどり？

★B班－②

区分 内容

事務局案 ともに築く みんなの笑顔の花が咲く みどり豊かなまち 目黒

加筆修正
意見

全体的に長い ： 「みんなの～」 もう少し短く、キャッチ―に
インパクトにも欠けるか？てんこもりすぎる

バランスが悪い ： わかりやすくを心がけてはどうか
みどり豊かな ： そのようなまちになってほしいが、実際には少ない

みどりよりも「心豊か」の方がしっくりくる
ゆっくり「グリーンスローライフ」
ゆっくり・歴史・文化・芸術

定着（定住） ： 住みやすい、住みたい ⇔ （but） 住むのが難しい
他地域住民からのあこがれを持ってもらうには・・・？

コミュニティ ： 人の優しさ、つながり、出来あがったコミュニティと
どのように融合するか 「ともに築く」

修正案

〇ともに築く 笑顔のあふれる心豊かな（まち） MEGURO

〇ゆったりと心和むまち 目黒

〇人にやさしく あこがれのまち めぐろ

抽象的

具体的
小学生も
わからないと

偏りすぎか・・？

ともに築く
①心やさしさあふれるまち目黒
②ゆったりと心和むまち目黒

ローマ字もよい区としては・・・？

これは良い

社会情勢から・・・

こちらから言うのもおこがましいが・・・
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③グループ C 

 

 

※②のシートは使用せず 

★C班－①

ともに築く みんなの笑顔の花が咲く
みどり豊かなまち 目黒

区民
みんなでつくる
イメージ

行政主導のイメー
ジ

→区民の一人称
にインパクト大！

笑顔は強要される
ものではない

もっと具体的に

区のありようとしてこれで
良いのか

「人権」を入れて

「ひと」が
中心

区民主体

動物も
自然も

命 が大切にされるまち

本のタイトルと
同じ

13文字までが
定説

長い！
リズムが大事
これはサブタイ
トルでも良い

子供も共有で
きる様に

短く！

それがみどりで
良いのか

環境が大事

SDGsの方を
もっと意識して

そんなに強味
ではないので

は

あえて言わなく
ても？

みどりの見直し

花と重複

桜にしては？

だけど、受け入れる
ふところの深さも

笑顔の桜が咲くまちめぐろ代替案

価値が交差す
るまち

古と新の
融合
共存

これを中心にワー
ディングを考える

イメージに反映
して

「古き良き
めぐろ」

「めぐりめ
ぐって」
は良い

都会だけど、
ふるさと
あったかみが魅力

コミュニティの
拠点づくりが
重要

文化都市目黒らしさが
ない（どこでも
あてはまる）

目黒らしさを

温故知新

女性の目線を
取り入れて

人に焦
点をあて
るのは良
い


